
令和7年度事業報告書

1. 事業の状況

次のとおり令和7年度の事業を執行した。

（1）奨学金給付事業（定款第4条第1項第1号関係）

令和7年度の事業として、東京・一橋・慶應義塾・早稲田・横浜国立・立正・神奈川・

明治・法政・昭和女子・専修・千葉商科・横浜商科の13大学から新たに採用した30名

を含めた在籍者123名に対し、奨学金を毎月50,000円宛給付した。

なお、新奨学生は上記の各大学から4月19日まで推薦受付を行い、5月13日に奨学生選

考委員会を開催して選考のうえ5月15日開催の第2回理事会にて承認決定した。

（2）奨学生指導事業（定款第4条第1項第2号関係）

当年度中に3回指導懇親会を開催し、奨学生同士および当基金関係者との親交を深める

場とするとともに、定款第3条に定める目的を達成するために必要な指導を行った。

① 合格証交付式

開催日 令和7年5月28日

場　所 城南信用金庫本店講堂

出席者 新奨学生、大学関係者、基金関係者

内　容 理事長講演、合格証の交付、基金理事坂誥秀一氏（元立正大学学長）の挨拶、

指導懇親

② 奨学生の集い

開催日 令和7年11月7日

場　所 城南信用金庫本店講堂

出席者 奨学生、大学関係者、基金関係者、城南信用金庫役員等

内　容 理事長挨拶、古賀茂明政策ラボ代表古賀茂明様より「変わる世界、逆行する

日本、米中対立とアジアの時代に、豊かさと平和を守る政治とは」のテーマ

でご講演戴きました。

③ 卒業奨学生送別の集い

開催日 令和8年3月13日

場　所 城南信用金庫本店講堂

出席者 卒業年次の奨学生、大学関係者、基金関係者、城南信用金庫副理事長

内　容 理事長挨拶、終了証および記念品授与、記念写真撮影を行う。

坂誥理事の乾杯で懇親会が始まる。卒業奨学生より、これから社会に出てか

らの抱負を一人一人が、夢を大いに語った。

最後に、城南信用金庫斉藤副理事長の挨拶で締めくくった。

④ 機関誌「白梅50号」の発行

基金関係者と卒業奨学生及び在学奨学生相互の疎通と心の交流を図るため、

例年通り機関誌「白梅」を7月に発行した。



事業報告書追記

法人の運営体制の充実を図るための取組

1. 定款第21条 この法人に、次の役員を置く。

（1）理事３名以上⇒理事３名以上（内、外部理事１名）

（2）監事１名以上⇒監事１名以上（内、外部監事１名）

と、定款の変更を行い、「公益法人として、法人の運営体制の充実を図るための取組」

を行う目的で体制を変更した。

2. 外部理事には、前千葉商科大学学長の原科幸彦氏を就任戴き体制強化を図った。

3. 外部監事には、元文部科学事務次官前川喜平氏に就任戴き法制面を中心に強化を図った。

・外部理事には就任以来、全ての理事会に参加頂き、独立性を持つ第三者として、ガバナ

ンス強化と利益相反防止の体制強化をお願いしている。

・また、外部監事には、同様に、全ての理事会、評議員会に参加頂き、独立性を持つ第三

者として、ガバナンス強化と利益相反防止の体制強化をお願いしている。


